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1 )今井潔 『良いデリパティプ・悪いデリパティプJ(東洋経済新報社、95年3
J j)。
2 )上がれば買い、下がれば売りの投資スタンスが順パリ、下がれば買い、上

がれば売りの投資スタンスが逆ノマリである。逆ノてリはファンダメンタル分析やチ

ャート分析等も併用しながら、じっくりと買い時期を見定め、いったん買えば忍

耐強く保有して天井をつけたところを確認して売るケースが多し=。これに対して

順パリは素早く売り買いを行なって場合によっては 111で利益をとる(いわゆる

11.1計り商いJ) ケースが多い。
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3) Fisher black， Myron Scholes，“The Pricing of Option and Corporate 

Liabililics，" journal 01 Political Economy， No. 81 (1973) 

4 )なお前述の今井潔氏は前著『日本を襲うへッジファンドj(ダイヤモンド

社、 94年11月)や『週刊東洋経済J92年12片19υ号の論説 (1不退転の株価介入を
行えJ) においては、貸し株のほかに先物、裁定取引を使ったジョージ・ソロス氏

らのへッジブアンドによる人為的売り崩しによって92年の口本の株式市場の大暴

拡が引き起こされたことを主張している。にもかかわらず、 『良いデリパティプ-

J/E;ぃデリパティプjにおいてはデリパティプ擁護論を展開するのだ。今井氏にと

っては11本の株式市場の人為的大暴落を引き起こした先物、裁定取引はデリパテ
ィプの範時には入らないのか。「悪いデリパティプ」ですらないのか。はっきり返

符してもらいたいものである。

]，12 

.一一著者紹介

高本 茂(たかも と しげる)
京都大学経済学部大学院博!:課程修f

兵W~f知期大学講師を経て現在兵庫大学講師

主要論文

rT~l係性への祈り~中島みゆきの性界J a恋健j第2号、 89年12月)
「ペレストロイカと10月革命物語J(1情況J91年2月場)
i! l;，j亡、ド導体摩擦の諸側面J(fESPI 91年 7月号、経済企耐Jj')
' 経済予測の 2 つの湾i杭(マクロ計 llt経済学と時系列分析)~経済

予測におけるそれぞれの方法論と故近の動向J( r\'ERA~兵庫女子

短期大学付!瓜総合科学研究所報1創刊サ、例年3Ji) 
fJAって来れぬ魂~キエルケゴールとドストエフスキーに即して」
(IrVERAJ第 2号、何年 3月)

日本の株価変動と先物取引

]995年10月30H 第 l版第 l刷発行

著者一一高本茂

発行者一一大行進

発行所一一株式会社11本評論社
~Ü;(都J~nMメ fv，i 人-尿3 12 I (〒170)
.，註ぷ 03 3987 8621 (阪允)、 85%(編集) 桜子千 OO]O() :l 16 

印 刷一一株式会tI:~'字文社

製本 一 誠製本株式会社

検印省略。 1995 T AKAMOTO Shigeru 

Printed in ]apan ISBN4 535 55036 0 

装蛸一一日1部信行


